
 

～ともに支え合う福祉のまちづくりをめざして～ 

 

 

 

ともに生きる力 
社会福祉協議会（社協

しゃきょう

）は学校とともに、子どもの学びや育ちを支える 

「ふくし教育」を推進しています！ 

社会福祉法人鹿角市社会福祉協議会

鹿 角 市 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー

 

ふくし教育・ボランティア学習の手引き 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校と地域のつなぎ役として  ～福祉教育における社協
しゃきょう

の機能・強み～ 

社協のいちばんの“ウリ”は、地域の様々な人材や社会資源とのつながりをもっていること。 

社協は地域福祉をすすめていく組織です。そのために福祉教育を大切にし、学校を含めた地域の様々

な場面ですすめられる福祉教育を推進・支援しています。学校ですすめられる福祉教育に対しては、

プログラムの企画段階からの相談、地域の社会資源や人材をつなぐコーディネートを担っており、地

域の様々な資源を駆使したプログラムを提案することができます。 

 

子どもたちの「学びたい、活動したい」という気持ちを、具体的な活動につなげます。 

学校の授業や行事の範囲内ではおさまらない、子どもたちの「もっと学びたい・もっと活動したい」

という気持ちを受け止める地域の受け皿を用意できることも強みです。社協には、そのような子ども

たちの気持ちを具体的な活動につなげていく応援ができます。子どもたちの「ともに生きる力」をは

ぐくむためには、学校・家庭・地域が連携しつつ、地域全体で取り組むことが不可欠ですが、社協は

地域のつなぎ役を担うことができます。 

しゃきょう

 社協は、民間の社会福祉活動を推進することを目的とした営利を目的としない民間組織

です。 

昭和２６年（１９５１年）に制定された社会福祉事業法（現在の「社会福祉法」）に基づき、設

置されています。 

社協は、それぞれの都道府県・指定都市、市区町村で、地域に暮らす皆様のほか、民生

委員・児童委員、社会福祉施設、社会福祉法人等の社会福祉関係者、保健・医療・教育な

どの関係機関の参加・協力のもと、地域の人びとが住み慣れたまちで安心して生活すること

のできる「福祉のまちづくり」の実現をめざして様々な活動を行っています。 

たとえば、ボランティアや市民活動の支援、各種の福祉サービスや相談活動、共同募金

運動への協力など、全国的な取り組みから地域の特性に応じた活動まで、様々な場面で地

域の福祉推進に取り組んでいます。 

社協には、地域で活動する「市区町村社協」とそれを支援する「都道府県・指定都市社

協」、全国的な連絡調整を行う「全社協」があり、お互いに連携しあっています。 

 

社協の主な事業（例） 

●ボランティアコーディネート 

●福祉に関する講座・研修会・イベント 

●災害ボランティア活動の調整 

●生活困窮や虐待・成年後見制度など各種相談支援事業 

●赤い羽根共同募金運動への協力 

 



「ふくし教育」の必要性 

地域共生社会を推進していくためです。地域共生社会を実現するためには、制度やシステムを改

革していくことも必要ですが、それだけでは難しいです。制度やシステムを変えていきながら、私

たち自身の意識をどう変えていくかが大切で、「他人事」ではなく、「我が事」としてとらえていく

ために「福祉教育」が必要です。 

地域共生社会とは？ 

他者と共に支え合いながら生きることです。下図のように、子どもたちが他者とさまざまな個性

や性別、障がいのある方、世代などを越えて交流を通して、ふくしについて学習・体験し、考える

ことで、地域をより良くしていく取り組みです。 

○ふだんの ○く らしの ○し あわせ 

ふくしについて皆さんと考えるきっかけとして次ページのメニューをご覧ください。 

一人ひとりが毎日、しあわせに暮らせるようになるためにはどうすればいいか、また、幸せに暮ら

せていない人たちのことも考えて皆が幸せに暮らせるためにはどうしたらいいか一緒に考えるき

っかけとして要望に応じ様々な活動を展開しています。



① 高齢者について学ぶ 

高齢者疑似体験                  認知症サポーター養成講座 
 

 

 

 

 

 

 

                         地域の高齢者と交流                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 障がいについて学ぶ 

 点字体験               手話体験                障がいのある人との交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ボッチャ体験              車いす体験               福祉用具体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

   



  

③ 夏休み期間中のボランティア（福祉体験チャレンジ学習・ボランティア初心者講習会） 

災害ボランティア（ 炊き出し体験や、防災セミナーなど ）                 

  

 

 

 

 

 

 

 

                             

福祉施設での体験や行事の手伝い、河川敷のゴミ拾い、認知症サポーター養成講座など 

 

 

④地域のニーズに合わせたボランティア活動 

除雪ボランティア活動                    

 

 

 

 

 

 

 

災害ボランティア活動

 



計画から実施まで 

鹿角市社会福祉協議会では、福祉体験学習やボランティア学習についてのご相談を受け、

授業の内容や活動先のご紹介などを行います。費用は無料です。 

 

【実施までの流れ】 

準備 

 

 

申し込み 

 

 

打ち合わせ 

 

 

 

実施 

 

 

振り返り 

 

 

 

福祉体験学習を応援する貸し出しグッズ 

鹿角市社会福祉協議会では、福祉教育や様々な福祉体験学習のために各種用具を揃えてい

ます。お気軽にご相談ください。 

貸し出しグッズ 使い方 

車いす 自走用のスタンダート車いすです。 

アイマスク 
実際に着用して校内を歩いてみます。 

（提供品ですので使用後はお持ち帰りください。） 

高齢者疑似体験セット Ｓサイズ、Ｍサイズ、Ｌサイズがあります。 

視覚障がい体験グラス 
視覚障がいの疑似体験です。 

視覚障がい体験ゴーグル 

白杖 視覚障がい者用の白い杖です。 

点字盤 携帯用の簡易タイプです。 

点字用紙 
点字を打ち込む用紙です。 

（提供品ですので使用後はお持ち帰りください。） 

イヤーディフェンダー 聴覚障がいの疑似体験です。 

※上記のほか、介護予防やレクリエーション用具等の貸し出しもあります。 

※夏休み期間中ボランティア（福祉体験チャレンジ学習・ボランティア初心者講習会）

についての申し込みは、社会福祉協議会までお問い合わせください。

授業の企画 

 

 

 

 

体験内容や日程等お気軽にご相談ください。 

 

福祉体験学習申込書（別紙）の提出をお願いいたし

ます。 

※当会のホームページからダウンロード可能です。 

 

事前に体験学習の内容や授業の進め方等の打ち合わ

せを行います。 

 

車いすや点字盤等は当会でご用意いたします。 

 

体験して感じたこと、自分たちにできることなど、

みんなで体験を振り返り、話し合いましょう。 体験の振り返り 

福祉体験学習の申込み 

体験日程・内容・講師の決定 

福祉体験学習の実施 



福祉体験学習申込書 
 

鹿角市社会福祉協議会 行 

ＦＡＸ ２３－２８５０ 

ＭＡＩＬ info@kazunoshishakyo.or.jp 

 

                    年   月   日記入 

学校名 学年 クラス 児童・生徒数 

 年  人 

担当教諭  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

学習のねらい  

 

希望する体験学習 

 
体験学習名 

希望日時 

 第１ 第２ 第３ 

第１希望  
日にち    

時 間    

第２希望  
日にち    

時 間    

第３希望  
日にち    

時 間    

その他要望等  
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